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山ロ光恒教授略歴•著作目録

*  2005年3月3 1 日をもって慶應義塾大学 

経済学部を定年退職するのにともない， 

本学会を退会する会員の略歴，著作目録 

を次頁以下に掲載します。

本誌編集委員会
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山ロ光恒教授略歴•著作目録

2 0 0 5年 2 月 2 8 日現在

略 歴

年 月

年 月

年 月

1 9 9 3年1 0月〜1 9 9 5年 3 月 

1 9 9 6年 4 月〜1 9 9 7年 3 月 

1 9 9 7年 4 月〜1 9 9 9年 3 月

年 月

年 月

1 9 9 9年 10月〜2 0 0 1年 3 月 

2 0 0 2年 4 月〜

神奈川県生まれ 

慶應義塾大学経済学部卒業 

東京海上火災保険株式会社入社 

東京経済大学経済学部非常勤講師 

慶應義塾大学準専任教授（経済学部）

慶應義塾大学教授（有期）（経済学部）

東京海上火災保険株式会社退職（役員待遇理事） 

慶應義塾大学教授（経済学部）

慶應義塾大学大学院経済学研究科委員現在に至る。 

上智大学法学部非常勤講師 

放送大学大学院客員教授現在に至る。

役 職 歴 （退職時点で維続中のもののみ）

国際機関気候変動に関する政府間パネル（I P C C ) 第 3 作業部会リードオーサー 

政府 O E C D 貿易と環境合同専門家会議日本政府代表（外務省）

政府 産業構造審議会地球環境小委員会委員（経済産業省）

政府 産業構造審議会，総合資源ェネルギー調査会，日本経団連環境自主行動計画フォローアップ合

同 小 委 員 会 委 員 （同上）

政府 産業構造審議会将来枠組み専門委員会委員（同上）

政府 産業構造審議会市場メカニズム専門委員会委員（同上）

政府 京都メカニズムに関する検討会委員（環境省）

そ の 他 環 境 管 理 規 格 審 議 委 員 会 委 員 （経済産業省/ 日本規格協会）

そ の 他 環 境 自 主 行 動 計 画 第 三 者 評 価 委 員 会 委 員 長 （日本経団連）

そ の 他 I P C C 国 内 連 絡 会 委 員 （財団法人地球産業文化研究所）

そ の 他 C D M / J Iのリスクとその軽減策に関する調査委員会委員長（財団法人地球産業文化研究所） 

そ の 他 途 上 国 等 参 加 問 題 調 査 研 究 委 員 会 委 員 長 （同上）

—— 2 2 1 ( 6 8 3 ) ——
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その他電気電子機器廃棄物リサイクル先導的知見調査委員会委員長（財団法人クリーンジャパンセ 

ンター）

そ の 他 環 境 管 理 規 格 審 議 委 員 会 本 委 員 会 委 員 （財団法人日本規格協会）

そ の 他 環 境 ラ ベ ル 小 委 員 会 副 委 員 長 （社団法人産業環境管理協会）

そ の 他 エ コ リ ー フ 環 境 ラ ベ ル プ ロ グ ラ ム 運 営 委 員 会 委 員 （社団法人産業環境管理協会）

そ の 他 IS O /T C 2 0 7 /W G 5  (気候変動）対応国内委員会委員長（社団法人産業環境管理協会）

その他 財団法人地球産業文化研究所 評議員

そ の 他 社 団 法 人 産 業 環 境 管 理 協 会 参 与

その他財団法人自動車リサイクル促進センター理事

業 績  

• 著 書

1 . 「地球環境時代の企業経営」共 著 （F . ケアンクロス）1 9 9 1 .1 1有斐閣 p p .8 0 -249
2. 「環境リスクと環境法（米国編)」監修 • 共 著 （後藤俊彦，山田雅夫，杉野文俊，岡部紳一，多賀谷晴敏， 

友田靖已，村木満，織朱實）1 9 9 2 .3有斐閣 p p . l - 17，6 7 -108，1 5 4 -177，312-330
3. 「環境リスクと環境法（欧州編)」監修 • 共 著 （後藤俊彦，山田雅夫，杉野文俊，岡部紳一，多賀谷晴敏， 

友田靖已，村木満，織朱實）1 9 9 2 .1 0有斐閣 p p . l - 59，9 1 - 109，114—116
4. 「摩擦の中のアメリカ進出」共 著 （丸山晃彦，松下滕男，杉野文俊，太田元司）1 9 9 2 .9ジャパンタイム

ス

5. 「E C 経済法」共 著 （岡村堯，池永武之，小室程夫，松下満雄，須網隆夫，本間忠良，山根眞文，岩崎政 

明，前田充康，藤岡文七，吉野正三郎，小田敬美）1 9 9 3 .7有斐閣 p p .1 9 0 -210
6. 「地球環境経済論（下)」共 著 （寺西俊一，天野明弘，山地憲治，矢部浩祥，森下研，植田和弘，森田恒 

幸，松原隆一郎，田村修ニ，瀬田信哉，細田衛士，寺出道雄）1 9 9 5 .2慶應通信p p .7 7 -102
7. 「安全と安心の経済学」共 著 （島田晴雄，大田弘子，山田武，清家篤）1 9 9 5 .3岩波書店p p .2 6 3 -282
8. 「持続可能性の経済学」共 著 （新澤秀則，細田衛士，寺出道雄，天野明弘，竹内憲司，島本美保子，赤尾 

健一，吉田文和）1 9 9 6 .4慶應義塾大学出版会p p .9 1 -120
9. 「現代のリスクと保険」単著 1 9 9 8 .5岩波書店

1 0 . 「地球環境問題と企業」単著 2 0 0 0 .1 1岩波書店

1 1 . 「環境マネジメント」共 著 （岡敏弘）2 0 0 2 .3日本放送出版協会

•学術論文

1 . 「南カリフォルニア地震と保険」単著 1 9 8 8 .6 『保険研究』（慶應義塾保険学会）第 4 0 集 p p .9 5 -120
2. 「米国の環境汚染問題と保険」単著 1 9 9 0 . 6 『保険研究』（慶應義塾保険学会）第 4 2 集 p p .1 2 9 -159

—— 222 ( 6 8 4 ) ——
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3. 「米国の新大気汚染防止法のインパクト」単著 1 9 9 1 . 1 『N B L』（商事法務研究会）第 4 6 5 号 p p .1 8 -25
4. 「自由貿易と環境保護一 W T O と環境問題—— 」単著 1 9 9 4 .5 『国際問題』（日本国際問題研究所）No.410 

pp . 44—61
5. 「E U エコラベル制度の動向（上 • 下)」単著 1 9 9 6 .6 『N B L』（商事法務研究会）5 9 4 /5 9 5 p p .3 1 -3 7 ,3 8 -42
6. “T ra a e  a n d  E n v iro n m en t O n e Im p o r ta n t A sp e c t’7 単 著 1998.2 A  p a p e r  inc lu ded  in  “F ina l

R ep o rt, Ja p a n -U n ite d  S ta te s  C o llab o ra tio n  on  T ra d e  a n d  th e  E n v iro n m en t be tw een  G lo bal 
E n v iro n m en t & T rad e  S tu d y  a n d  th e  G lo b al In d u s tr ia l a n d  Social P rog ress R esearch  In s t i tu te ” 
pp . 147—152

単著

sen ted  to  th e  O E C D  W ork sh op  on  E x ten d ed  P ro d u ce r  R esponsib ility , H elsinki, M ay l l - i 3  op .
1—6

単著

to  “T h e  C onference o f th e  Jo in t Jap an -U S A  S tu d y  G ro u p  on  M u tu a l S u p po rtiv en ess  o f th e  
E n v iro n m en ta l P ro te c tio n  a n d  th e  E conom ic G ro w th ” ，W ash in g to n  D. C . p p . 203-222

単著

Jo in t W ork sh op  on E x ten d ed  P ro d u ce r R esp o nsib ility  a n d  W aste  M in im iza tion  P o licy  in  Sup-
( )

1 1 /F IN A L /P A E T 1  p p .3 9 -4 6
1 0 . 「我が国の廃棄物政策と拡大生産者責任（E P R ) —— O E C D における論議を中心に—— J 単著 1999.7 

『三田学会雑誌』9 2 巻 2 号 P P .1 2 6 -147
1 1 . 「総論—— 地球温暖化に向けた国際的取り組み」単 著 2 0 0 0 . 3 『エネルギー • 資源』（エネルギー•資源 

学会)
1 2 . 「京都メカニズムの論点」単著 2 0 0 0 .5「環境保全と成長の両立を考える」研究委員会所収論文p p .3 3 -47
1 3 . 「クリーン開発メカニズム（C D M )の早期実現に向けて—— 温暖化対策面での日中協力の可能性—— J 

共 著 （武田信吾）2 0 0 0 . 7 『三田学会雑誌』9 3 巻 2 号 P P .8 1 -98
1 4 . 「E P R に関するO E C D ガイダンスマニュアルについて」単 著 2 0 0 1 . 4 『三田学会雑誌』9 4 巻 1 号 

pp . 1 3 5 -155
15. “E x ten d ed  P ro d u c e r  R esp o nsib ility  in  J a o a n  In tro d u c tio n  of “E P R ” in to  Ja p a n e se  W aste

単著 ( )
(産業環境管理協会)

1 6 . 「温暖化対策としてのクリーン開発メカニズム（C D M ) を巡る国際情勢と日本の対応」2 0 0 2 . 7 『三田 

学会雑誌』 巻 号

1 7 . 「温暖化対策としての自主協定の評価手法（ドイツ• オランダ . 日本の例を参考に）」単著 2 0 0 3 . 7 『三

 223 [,6 8 5 ) ----
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田学会雑誌』9 6 巻 2 号 p p .1 9 -47
1 8 . 「拡大生産者責任（E P R ) の経済理論的基礎と現実（家電リサイクルの場合)」共 著 （岡敏弘，小藤めぐ 

み）2 0 0 4 . 7 『三田学会雑誌』9 6 巻 2 号 p p .1 1 3 -136
19. 「日本経済団体連合会環境自主行動言十画を巡っ て------ O n  th e  K eidarireri V o lu n ta ry  A c tio n  P la n  J

単 著 2 0 0 4 . 7 『エネルギー • 資源』（エネルギー • 資源学会）Vol.25 N o.4 pp .23 3 -2 37
20. “Im p lem en tin g  th e  K v o to  P ro to c o l C o m m itm en t a n d  T h e ir  Im p ac ts  on  F ree T rad e  F ocusm e

on  Jap an ese  A u to m o b ile  Fuel Efficiency S ta n d a rd s  ” K eio  E co n o m ic  S tud ies, Vol.41 N o .l
p p . 37-57

2 1 . UU D M  P o te n tia l  in  C h in a , a  T ech n o lo g y -B ased  B o tto m  U p S tu d y  of Pow er G e n e ra tio n  a n d  
E n erg y  In tensive  In d u s tr ie s ,” C lim ate  P olicy, V ol.5 Issue 2 M ay, 2005, fo rthco m ing

•学会発表

1 . 「地球温暖化対策としての自主協定」1 9 9 9 .9環境経済 • 政策学会 1 9 9 9年大会

2. 「O E C D における拡大生産者責任と我が国の廃棄物政策」1 9 9 9 .9環境経済 • 政策学会1 9 9 9年大会

3. 「環境規制強化と貿易」2 0 0 0 .9環境経済，政策学会 2 0 0 0年大会

4. 「回収率とリサイクル率—— 家電に関するE U と日本の比較研究」2 0 0 1 .9環境経済 • 政策学会2 0 0 1年 

大会

5. “Science (IP C C  R esearch  A c tiv ities) a n d  D em o cracy” 2001.9 環境経済•政策学会  2 0 0 1年大会

6. 「C D M を巡る国際情勢と日本の対応」2 0 0 2 .9環境経済 • 政策学会 2 0 0 2年大会

7. 「温暖化対策としての自主協定の評価方法」2 0 0 3 .9環境経済 • 政策学会 2 0 0 3年大会

8. “W h a t can  J a p a n  do  for C ap ac ity  B u ild ing s in  O o un tries  w ith  E conom ies in  T ra n s itio n ’7 2002.5 
O E C D  W ork sh o p  on  N a tio n a l S ystem s for F lex ib le  M echanism s; Im p lem en ta tio n  Issues in  C oun
tr ie s  w ith  E conom ies in  T ra n s itio n

9. uU an J a p a n  C om ply  w ith  th e  K y o to  P ro to c o l T a rg e t I -A n  A n alysis  of Ja p a n e se  Im p lem en ta 
t io n  P olicies” 2003.1 How S hou ld  W e C op e  w ith  th e  K y o to  P ro to c o l，C a n a d a  a n d  J a p a n ?  A 
W ork sh op  held  a t  th e  U n iv ersity  o f B ritish  C o lum bia

10. UUD M  P o te n tia l o f E lec tric  Pow er S ector a n d  E n ergy -In ten siv e  In d u s tr ie s  in  C h in a ” 2003.12 
S ide E ven t a t  th e  9 th  C onfidence o f th e  P a r tie s  of th e  U n ited  N a tion s  F ram ew ork  C onven tion  
on  C lim a te  C hang e

1 1 . 「削減費用を加味した中国のC D M 削減ポテンシャル」 2 0 0 4 .9環境経済，政策学会2 0 0 4年大会

12. “K y o to  P ro to co l, N a tio n a l c l im a te  Policy  a n d  In d u s try : Ja p a n e se  ex periences” 2005.2 In te rn a 
tio n a l S em inar on  C lim a te  P o licy  A ssessm en t held  a t  Y onsei U niversity , Seoul, K orea

—— 224 ( 6 8 6 ) ——
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• そ の 他 （雑誌寄稿分）

1 . 「恐るべき欧米の環境汚染リスク」単著 1 9 9 0 .6 『週刊東洋経済』（東洋経済新報社）No.4932 p p .6 6 -75
2. 「米国における環境リスク対策一 金融機関の観点から」単 著 1 9 9 0 . 8 『金融法務事情』（金融財政事情 

研究会)
3. 「衝撃の新 • 大気汚染防止法」単 著 1 9 9 0 .1 2 『週刊東洋経済』（東洋経済新報社）No.4961 pp .5 0 -5 9
4. 「欧州でも高まる企業の環境リスク」単著 1 9 9 1 .5 『週刊東洋経済』（東洋経済新報社）No.4995 p p .2 8 -3 4
5. 「自由貿易と環境保護の相克」単 著 1 9 9 1 .1 1 『週刊東洋経済』（東洋経済新報社）N o.5033 p p .5 4 -60
6. 「E C 主導に変わりつつある欧州の環境問題」単 著 1 9 9 2 . 2 『週刊東洋経済特集』（東洋経済新報社） 

N o.5054 pp .7 0 -7 3
7. 「環境監査の時代がやってくるか」単著 1 9 9 2 .1 0 『週刊東洋経済』（東洋経済新報社）N o.5098 p p .8 4 -87
8. 「景気後退で転換する米国環境政策」単著 1 99 2 .1 0『エコノミスト』侮日新聞社）199 2 .1 0 .20号 p p .9 6 -101
9. 「求められる「環境に配慮した企業行動」」単 著 1 9 9 3 . 1 『グローバルネット』（地球人間環境フォーラ

ム)
1 0 . 「激変するアジアの環境問題」単著 1 9 9 3 .2 『週刊東洋経済特集』（東洋経済新報社）N o.5124 p p .1 2 4 -129
1 1 . 「合意が成立したE C の環境管理 • 監査規則」単 著 1 9 9 3 .6 『産業と環境』（通産資料調査会）1 9 9 3年 6

月号

1 2 . 「クリントン/ ゴアの環境政策」単著 1 9 9 3 .6 『週刊東洋経済特集』（東洋経済新報社）No.5151 pp .126 -130
1 3 . 「環境問題で揺れる北米自由貿易協定」単著 1 9 9 3 .9 『エコノミスト』侮日新聞社）199 3 .9 .2 8号 p p .6 0 -65
1 4 . 「地球環境問題と損害保険会社」単 著 1 9 9 4 . 1 『インシュアランス』（保険研究所）1 9 9 4 .1 .1新年特集 

pp .32—38
1 5 . 「企業が「環境にやさしい」と言えなくなる!？」単 著 1 9 9 4 .8 『エコノミスト』（毎日新聞社）1994.8.30 

号

1 6 . 「自由貿易を制約する環境基準」単著 1 9 9 4 .1 2『週刊東洋経済特集』（東洋経済新報社）No.5252 pp .102 -106
1 7 . 「貿易と環境」単 著 1 9 9 5 . 1 『通産省広報』（通商産業調査会）N o.13227 p p .3 9 -43
1 8 . 「地球環境問題と保険会社一 保険会社の環境声明を巡って」単 著 1 9 9 6 . 1 『インシュアランス』（保険 

研究所)
1 9 . 「企業と環境—— ビジネスチャンスとリスク」単 著 1 9 9 6 . 4 『産業と環境』（オートメレビュー社）1996 

年 4 月号 p p .2 6 -31
2 0 . 「環境ラベル及び主張：一般原則」単著 1 9 9 7 .3 『環境管理』（産業環境管理協会）Vol.33 N o.3 p p .3 4 -44

そ の 他 （新聞寄稿分）

1 . 「高まる環境リスク」1 9 9 0 .8 .3 1 『経済教室』（日本経済新聞）

2. 「強まる欧米の環境法規」1 9 9 0 .9 .1 『ウィークエンド経済』（朝日新聞）
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3. 「欧米の環境法強化に企業は素早い対応を」1 9 9 1 .5 .1 0『論点』（読売新聞）

4. 「環境保護と自由貿易の相克」1 9 9 2 .2 .1 5『ウィークエンド経済』（朝日新聞）

5. 「転換する米国の環境政策」1 9 9 3 .5 .1 3『論壇』（朝日新聞）

6. 「過度な貿易保護一 自由貿易体制損なう恐れ」1 9 9 3 .6 .2 2 『経済教室』（日本経済新聞）

7. 「自由貿易の新機構と地球環境」1 9 9 4 .1 .1 8『論壇』（朝日新聞）

8. 「環境ラベルと貿易を両立させよう」1 9 9 6 .4 .3 『論壇』（朝日新聞）

9. 「環境問題と保険会社（第 1 回京都会議を前にして)」1997.11.19 (保険毎日新聞）

1 0 . 「環境問題と保険会社（第 2 回京都会議を終えて)」1998.2.27 (保険毎日新聞）

1 1 . 「排出権取引，売り手責任で」1 9 9 8 .1 0 .1『経済教室』（日本経済新聞）

1 2 . 「O E C D の新廃棄物政策に注目を」1 9 9 9 .4 .1『論壇』（朝日新聞）

1 3 . 「米は自助努力大幅強化を」1 9 9 9 .1 0 .7『経済教室』（日本経済新聞）

1 4 . 「環境と貿易深まる相克」田村次朗教授と共同執筆2 0 0 0 .5 .3 『経済教室』（日本経済新聞）

1 5 . 「日本，再交渉回避へ全力を」2 0 0 0 .1 0 .2 7『経済教室』（日本経済新聞）

1 6 . 「温暖化対策コスト周知を」2 0 0 2 .2 .1 3『経済教室』（日本経済新聞）

1 7 . 「温暖化対策新制度展望を」2 0 0 2 .6 .2 8『経済教室』（日本経済新聞）

1 8 . 「議定書組み替え検討急げ」2 0 0 3 .1 1 .1 9『経済教室』（日本経済新聞）

1 9 . 「中期的枠組み提案を」2 0 0 4 .1 0 .2 8『経済教室』（日本経済新聞）

2 0 . 「「産」「官」の信頼関係カギに」2 0 0 5 .1 .1 9『論点』（読売新聞）
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